






























液に含まれる Berberine が YAP1 活性化作用を有している可
能性が示唆された。以上より、EvodiamineとBerberine に注
目して以下の実験を進めた。
Evodiamine を東京化成から、Berberine を Sigma Aldrich
から購入した。YAP1が転写共役因子として正しく機能してい
ることが知られているヒト骨髄腫由来細胞株 U2OS に各化合
物を処理し、YAP1 の標的遺伝子である CTGF の発現量が増
加するか否かを検討した。結果、CTGF の mRNA 量
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見られた H2B-mCherry 蛍光強度増強は、Berberine 以外の共通成分に起因した作用である可能性が考えられ





出液と Evodiamine に YAP1 活性化作用があることを見出した。特に、生薬抽出液のような混合物ではなく単
一の化合物である Evodiamine を同定できたことは、活性化メカニズム解析のしやすさ・医薬品応用のしやす
さ等から非常に興味深いと考えている。引き続き、Evodiamine によるYAP1 活性化の分子機構を詳細に解析し
ていく予定である。	
